
「もんじゅ」事故をどう生かすか

(社)日本原子力産業会議
専務理事 森  一 久

昨年末の高速増殖炉「もんじゅ」のナトリウム漏洩の発生以来、数力月が経過した。この出来事は、技

術的には、日本としてはいささか恥ずかしいやや初歩的な設計 ミスによるものであり、また漏れたのは放

射能のない二次系ナトリウムで、発電所内外の人身への影響も皆無だった。またナトリウム漏れは、世界

の高速炉開発の歴史では珍しい事ではなく、今日まで放射能を伴うものを含め150件以上も起きている(日

本だけはこれまでゼロ)。 (表 1、 表 2)。 それにもかかわらず、この出来事は大きな社会的反発を招き、高

速炉開発自体への疑問まで投げかけられている。いま当事者の動燃のみならず原子力関係者は、未だその

衝撃から覚めやらぬまま、ひたすらに広く社会の意見を聞き、その中から打開の道を探りつつある。この

際真摯にその影響を受け止め、開発が遅からず再び軌道に乗ることを、筆者も勿論願っている。

しかしながら、当面の事態の収拾も大切な事に違いないが、関係者は同時に、折角起きた (妙な言い方

だが)こ の出来事の背景あるいは深層に横たわる問題を掘り起こし、これに果敢に取り組むことによって、

日本の原子力開発全体を、いわば現象的にでなく構造的に、国民の真の信頼の上に据えなおすことが、正

に災いを転じて福となす所以であろう。

本稿は、核燃料リサイクルの意味、「もんじゅ」のナトリウム漏れの実態と原因や問題点を整理するもの

であるが、このような問題点がなるべく浮き彫りになるよう心掛けたいと思う。

なぜ高速増殖炉 ;プル トニウムか

現在世界の電力全体の六分の一、約17%は原子力

発電によっており、この4億 kWの原子力発電所の
発生電力は石油の5億 トン(世界の石油貿易量の30

%相当)にあたり、石油等の需給。価格の安定に大
きく寄与している。これら原子力発電所の殆どは、

いわゆる軽水炉で燃料の天然ウラン中にある燃えや

すい成分「ウラン235Jを主として利用している。

軽水炉の場合、ウラン235を 3%く らいまで濃縮

して使うため、「濃縮Jは米欧に天然ウランを運んで

委託するので、手間もかかり、また濃縮をしても

らった相手国から規制も受けることになる。ウラン

の大部分99.3%は 「ウラン238Jで、そのままでは

燃えない、つまり核分裂しないが、ウラン235の核

分裂で出る中性子を吸収して核分裂性のプル トニウ

表 1 海外のプラントでのナ トリウム漏洩件数

イギリス
DFR(実験炉)

PFR(原型炉)

フランス
Rapsodic(実験炉)

Phen破 (原型炉)

Super― Phenix (5に言正方戸)
ドイツ

KNK¨II(実験炉)

SNR-300(原 型炉)

旧ソ連
BR-10(実験炉)

BN-350(原 型炉)

BN-600(原 型炉)

合計

7件 *

20′キ

2件 *

23件
3件

21件
1件

19件
15件
27件 *

138件

注 :DFRは NaK使用
アメリカの事例は未確認
*印は一次系漏洩が明確になったものを含む
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かわる。軽水炉の場合でも、ウラン235の原

子1個の核分裂で約0.7イ回のプル トニウムができてい

る。この割合を転換率というが、軽水炉では転換率

が1以上にならない。ちょっと複雑な話になるが、軽

水炉でも、発生電力の7割位はウラン235の核分裂の

エネルギーによるが、残りの3割は、そのままでは

燃えないウラン238が一度プルトニウムに変わり、

そのプルトニウムが核分裂して発生するエネルギー

によっている。そういう意味で、軽水炉中では、す

でにプル トニウムが燃えているのである。

これこそ人類が始めて手に入れた可能性であり、

或る燃料を燃やすことによって、同時に新たな燃料

が創造されるなどという事は、未だかつてない科学

上の発見である。そして、この原理を利用しウラン

の (ほぼ)全部をエネルギーとして利用しようとす
るチャレンジは、平和利用の最初から始まっていた

のである。その努力の中心は、軽水炉のような遅い

中性子の炉でなく速い中性子の炉「高速炉」の実現

であり、実際人類最初の原子力発電は、45年前の

1951年 12月 、僅か100ワ ットの電灯を灯して見せた

高速実験炉EBR‐I(ア メリカ100kW)であったし、そ

の時すでに冷却材はナトリウムだった。

ウランもプル トニウムも、高速中性子なら核分裂

の際できる中性子の数が多く、転換率を1以上に、

すなわち燃えた燃料より多くの燃料をつくることが

できるcそれには、軽水炉等の使用済燃料の中から、

残っているウラン、生或しているプル トニウム

(Pu)を化学処理でとりだし(こ の工程を
~再
処理」

という)、 そのPuを天然ウランにブレンドし燃料に

再加工して、原子炉で再利用する (こ の燃料を「混

ぜて作った酸化物_と言う意味でMiXed oxide

[MOXlと いう)こ この一連の過程を、核燃料リサイ

クル (図 1)と呼んでtヽ るここの過程を繰り返して

いけば、ウラン原料の内235だ けでなく、238の方

もエネルギーとして使えるわけで、関連技術の実用

化に成功すれば、ウラン資源のエネルギー源として

の価値は、一挙に数十倍のものになるc図 2に石油、

石炭と比較して資源量を示してあるが、人類はウラ

ンという石炭をはるかに凌駕し、優に千年は使える

巨大なエネルギー源を手に入れることになる。その

可能性に眼をつむって、軽水炉だけでウランを一過

的に使い捨てにするなら、石油程度の数十年のもの

に終わることになる。

世界中で原子力平和利用が始まって20年位、1970

年代始めまでは、米・英・ソ等を中心に、表3にみ

るように、高速炉や核燃料リサイクル開発のため多

表2 ナ トリウム漏洩量が公開されている事例

プラント名

スーパー・フェニ ックス (仏 )

圏 K―II(独 )

BN-350(カ ザフ)

BN-600(ロ シア)

BN-600(ロ シア)

BN-600(ロ シア)

BN‐600(ロ シア)

漏洩場所

使用済燃料炉外貯蔵槽

2次系ナ トリウム過熱ヒータ

蒸気発生器

1次ナ トリウム純化系配管

2次系 ドレン配管

2次系主配管弁

2次系 ドレン配管

2

発生年月

1987年 3月

1971生F3,日

1989生F

1993生F10り弓

不明

不明

不明

漏洩量

約 20m3

約 0.5m3

約 lm3

約 lm3

約 0.6m3

約 0.3m3

約 0.3m3



くの実験炉、原型炉などが建設、運転され、かなり
の経験を積んできた。とくにフランスでは大型軽水

炉並みの高速炉スーパーフェニックッス(電気出力
120万 kW)等が、旧ソ連では海水からの真水生産も
する35万 kWの ものがカスピ海沿岸で、またウラル
地方で60万kWが、それぞれ若千の故障を経験しつ
つも運転されてきた。

しかし、三度の石油危機で原子力発電に拍車が掛
かり、そのため軽水炉が多数建設されその経済性も

向上してきた結果、高速増殖炉を大幅に導入するに

は、その技術確立のみならずウラン価格の上昇を待
たねばならないという情勢になってきた。その上、
1974年突然、インドが平和利用を約束して輸入して

いた原子炉からのプル トニウムを使って、核爆発実

験を行ったことから、プル トニウムの平和利用を国

際的に制限する動きが始まった(イ ンドはいまでも

あれは平和用の爆発だったと強弁しているが)。 特
に1978年にカーター氏が大統領に就任してからは、
アメリカ政府は、それまでのプル トニウム利用奨励

政策を180度転換し、日本・欧州の再処理にも中止
の圧力を掛けはじめた。ちょうど完成間近かだった

東海再処理工場の運転に待ったをかけ、戦後初の日

米対立となって、もめにもめた。当時はいまとち
がって、マスコミも一斉にプル トニウム利用の自主

開発路線を守れという論陣を張った。そのマスコミ

が今日では何故これほどプル トニウムに批判的に

なったのか、これが大きな疑間である。
さて国をあげて、被爆国日本の平和利用厳守をも

強調しつつ、強力にアメリカを説得した。アメリカ

も結局、日本とヨーロッパの、軍事転用の危険のな
い国については、既定のプル トニウム利用計画は、

当分の間黙認しようということで今日に至ってい

高レベル廃棄
物処分施設

ウラン
鉱石

守 ⇒
ウラン鉱出  | 製錬工場
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放射性廃棄物
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図 1 核燃料サイクル



る。この結果それ以来、これら既定国以外の軽水炉

の使用済み燃料については、国際的に当面そのまま

貯蔵しておけ、というだけで、将来は未確定のまま

となっており、このことが各国の原子力発電への合

意形成の障害ともなっている。

日本は高速炉開発は、このような国際情勢を背景

に徹底して自主国産の方針を貫いて、じっくりと計

画をすすめ、1977年始めての実験炉「常陽」を完成

した。この炉は当初熱出力5万kWだったのを倍の
10万kWに改造して、各種の実験成果を重ねている。
そしてその間、実に18年間、ナトリウム漏洩のトラ

ブルなど全くないという、世界で例をみないすばら

しい運転を続けている。次の原型炉「もんじゅ」(電

気出力28万 kW)は、技術開発や立地問題で計画が

遅延 したものの、一昨年完成、昨年8月 には初送電

にこぎつけ、全出力を目指しての試運転中に、例の

ナ トリウム漏洩を起こしたのであった。

ナ トリウムの特性

さて高速炉は軽水炉に比べ、炉心で発生する熱が

体積当たりで大きいので、冷却材 (炉心の発生熱を

取り出す材料)にナ トリウムを使っている。表4に、

回  ウ
ラン235のみを利用する場合

０
０

４
１ ,000

|

FBRによリプルトニウムを利用する場合
単位 :億 トン (石油換算)

出所 :「総合エネルギー統計Jほか

図2 世界のエネルギー資源確認埋蔵量
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:

1,780



拠目

０００Ｎ　　　　Ю０0OЮ∞O∞Юト0ト●０OCOЮЮＯЮ

「■回孟

眠障暮四ヽお０

酬増尽Ｑ●ｏ

（００）嚇コ鼻

3   8
ヾ

四
躙▲

▲

（Ｑ３）「■回孟

∞ヽ口０　●Ｉ

■日 ▲Ｔ寸０

（躙）・４１１１‐

認暇―旧

躙
国
躙

▲
▲
▲

（四）▲

al
）Ｔ

日∞∞艘悶優軍

ｗ）「■回孟
０∞甲ヨ‐１‐‐

‥（０∞）Ю∞ 一

ＩＩＩｌＯＦ

１１（０卜）

匡ｍｉ１１１１

一
丁（ｏ∞）

ＥＥ（０卜）寺ト

トト中‐‐‐一日Ｅｌｌｌｌｌ

‥ＩＩＩ（ヾト

い卜　　（判Ｓ００

ｌｌトト

Ｏ∞

（０卜）Ｎト
ト
ト

TT
0ト

ド
ー （Ｏ卜）０

）―

００
１１１（００）

１１１（哺０）

００
０

―卜０

Ｒ́ＴＹＺＹ

Ｔ‐‐Ю‐匡・
００

００
１１１一〇

）Ｔ
Ｉ（００）０

﹈１１１１１∞崎

N
一１１１■

，
哺

一Ｔ0寺

（厳）脈肥

（≧ｘＲ）Ｒ■

０．ＯＦ

∞０
（０ヾ）

（Ｎ）
〓０

Ｎ
（〓０）

＞＞Ｘ００Ｎ

（ゝ＞ＸЮＮ）
=R

OR墨
ト

N雨0
0∞

0

「

N0
Ｏ∞

００

（Ｎ．Ｆ）

（ＦヽＯЮ．Ｏ）

蝠選＋９

叩二ヽいヽ

Σ∽一匡Ｌ¨円嘔

匡ｍ匡０¨虚嘔

Ｌ卜ＬＬ一一Ⅸ̈

∝ＯＬШ∽Ⅸ̈

雇」ＯＬ画Ⅸ̈

〓‐匡ｍШ¨∬̈

Ш∝Ｌ〓コⅨ̈

Ｔ∝ｍШ¨雌̈

ｏＥ〕ｃｏＥ２０¨ｗｎ

匡
匡

LШOLIIK〔

×一ＣＯ〓Ｌ」ΦＱコ∽¨日“

×一ＣＯ〓Ｌ¨一鵬一

ｏも０のａｃ匡¨駄̈

00
=0立
止

ZZY∽駅
Ц

襲扁Ⅸ

Ｏつくつ暖̈

眼紅Ⅲ̈

ＯＯ∞‐Ｚｍ¨円¨

０００‐Ｚｍ¨け彎

ｏｏ止ｏｍⅨ̈

ｏ
，
生ｍお止∞Ⅸ̈

ｏｎ∞‐Ｚｍ一一鵬一

゛　回

択いスト

Ｋい■ヽ

Ｋヽいい

ヽヽ２

Ｋ　□

卜ふロ

ヽヽＫトト択

■回流¨目Ｈ＝＝Ｈ〕暮卿一▲丁――　　　　謳歴¨

（蝶駅暮卿００長駄盤尽）
ＴＩＩＩ　（歴躙）味優旱

黙算Ｏポ歴墨報鰹ＯＲ刹　∞熙



|

各種の冷却材の比較を示したが、ナトリウムは食塩

の成分で、化学材料として日常使われているものだ

が、普通の水より2割ほど軽く熱をよく伝え高い温

度でも気化しないので、軽水炉のように何十気圧も

の圧力をかける必要はなく、循環させるための圧力

(2～3気圧)で使える物質であるが、ただ常温では
団体で100℃位に温めて液体にしておく必要がある。

またナトリウムだと水より高温で熱を取り出せるの

で、発電の熱効率もよい。注意`点は、空気や水に触

れると激しく反応し、高温では燃焼するので、慎重

な取扱いを要することであり、また比熱が水の約二

分の一なので、循環量が多くなること等である。

炉心で発生する熱を運び出す(つ まり炉心を冷却

する)ナ トリウムは、核分裂反応からの中性子に

よって放射化しているので、この炉心を通ったナト

リウムから直接水蒸気をつくって発電するのでな

く、一度別のナトリウムに熱を移しかえて(こ の装

置を中間熱交換器という)、 放射能のない「二次」ナ

トリウムで水蒸気を作り発電する。炉心、中間熱交

換器、放射能を含んだ「一次」ナトリウムが循環す

る部分 (図 3の斜線の範囲)は、すっぽりと格納容
器中に収められている。そして、格納容器内部は、

窒素を充填してあり、万一、一次ナトリウムが漏洩

しても、燃焼したりして格納容器の外部に放射能が

出るようなことのないようにしてある。すなわち、

二次ナトリウムなど格納容器外の部分は、放射能は

無いわけである。

「もんじゅ」ナトリウム漏れの真相

漏れは、昨年12月 8日 (金)午後7時 47分、格納
容器のすぐ外部、発電用の蒸気を作る蒸気発生器へ

いく二次ナトリウムの配管 (Cループ)出 口で漏れ
が起きた (図 3、 7ページの●印の箇所).ナ トリウ

ム配管には、一次、二次とも、内部を流れるナトリ

表4 高速炉の冷却材

液体金属 (327℃ ) ガス (3η℃) 備考

ナトリウム ナック 水銀 鉛 ヘ リウム 水蒸気 水

10MP&327℃ 75MPaβ 27°C 15NIPa.327° C

融点 (℃ ) 98 11 う
´ 0

沸点 (℃ ) 882 748 357 1743

比 重 0.87 う
４ 0.0079 00033

熱伝達特性 ◎ ◎ ○ ○ △ × △

金属材料との共存性 ○ ○ △ × ○ △ ○

中性子の減速能 /1ヽ /1ヽ /1ヽ /1ヽ 中 大

中性子の吸収断面積 /1ヽ /1ヽ 大 /1ヽ /1ヽ /1ヽ

化学的活性 大 大 /1ヽ 中 /1ヽ /1ヽ /1ヽ

放射化 有 り 有 り 有 り 有 り 無 し 無 し 無 し

価格 (Naに 比べて) 一昌 安い 安し 一員 安 い 安い

その他 毒性
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ウムの温度が正常かどうかを確認するため、合計数

十本の「温度計」が挿入されている。表5に当時の

時間表が示してあるが、まず運転員を驚かせたの

は、二次ループの格納容器に最も近いA温度計が異

常に「高い」値を示したことである。すぐ引続いて

2、 3分の間に、火災報知器やナトリウム漏洩警報が

幾つも鳴り始めたので、異常事態発生は認識したも

のの、こんな時、とっさにその原因を推理し確定し

て、しかるべき手を打つのは、並大抵のことではな

かろう。(そ ういう経験を積むことも、当然原型炉の

役割だったはずである。)

いまこういう事を言うのは、いささか酷かもしれ

ないが、最初からヒントはすでに出ていたといえる

のであり、(近 くのものが正常値を示しておれば、)

この時点で当該温度計の破損が起きている、と気づ

いてもよかった。(温度計のような安全上重要な機

器は、壊れると自動的に安全側の数値すなわち「温

度高し」と表示する。)こ んな事は当然当事者も知っ

ていたのに、半1断がそちらの方に向かわなかったの

は、何故だろうか。もしその方に考えがいっておれ

ば、温度計こそ、大切なナトリウム配管の壁に唯一

差し込まれている機器だ、破損しておれば数ミリの

孔が空き、ナトリウムがタラリと漏れだしているか

も、と思考は展開して、早速に原子炉を緊急停止…

となっていたかも知れない。

この辺の事情を考えてみると、動燃がいままで積

み重ねてきた経験や外国情報の受け止め方の中の、

ある部分がまことに皮肉にも又不運な形で、大きく

影響していると思われる。まず実験炉「常陽」の実

に18年にもわたる一切の「故障無し」の経験。動燃

は「常陽」がなぜ抜群の実績をあげているのか、ま

ず真剣に検討していればと悔やまれる。

外国の高速炉は全て、何度もナトリウム漏れの実

地経験を経ているのに、皮肉にも日本にはそれがな

かった。事実、噂によれば、たまたまあの直前新聞

記者のグループの「もんじゅJ視察があり、「外国で

はよくナトリウム漏れが起きているが、日本は大丈

夫か」との質問をうけ、「日本は技術が優秀ですか

ら・・」と答えたとか。・。こんな答え方は、記者

の心にどう響いたであろうか。いずれにしても、日

本では「夜郎自大」は最も嫌われることであり、「い

ずれ一矢を報いたい」気持を持った人もいたことで

あろう。

しかし、ナトリウムの問題に対しては、それなり

に真剣に取り組んでいたことは間違いなかった。ナ

トリウムの火災実験、消化剤の開発なども随分と行

われてきた。外国に学びつづけてきた日本の技術者

として、自分の頭で考える部分が少なかったのは止

むを得なかったかもしれないが、外国の公表された

事例もかなりよく調べてあった。そしてナトリウム

漏れの殆どすべてが、溶接不良に起因していること

から、日本でも溶接には細心の注意をはらって来た

し、その結果の一つが「常陽」の立派な成績を生ん

だのであろう。だから今回の事態に遭遇して、まず

頭に浮かんだのは、溶接部からのナトリウム漏れで

あり、ナトリウム。タンクのレベルに変化がないこ

とから、漏れは溶接部分の一部からの少しの漏れ

(に じみ程度)であろうと考えたことが、炉の緊急停

止などが約一時間も遅れた理由と思われる。緊急停

止の遅れは、漏洩ナトリウムの温度低下が遅れ、そ

の結果はげしい火災現象の引き金となったろう。ま

た、漏洩量も増加することになり、結果を見かけ上

にも大げさなものとしたし、また「安全軽視の態度」

として非難を強めることとなった。

対応の不適切さと通報の遅れ

自治体や政府への連絡の遅れが著しく、ルール違

反として厳しく追及されている。即座に事態の把握

が出来なかったことによる焦りが、冷静な判断や、

処置の失敗に繋がった点、同情すべき面もあるが、

さらにその原因として、金曜日夜で関係者との連絡

や協議に手間取った事、上記のように原因の特定に
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手間取ったこと、運転マニュアル自体がずさんで

あったため対策の手順を決めるのにも時間がかかっ

たことなど、が指摘される。

これらについては、既に改善策も軌道にのりつつ

あるので、詳しいことは触れないことにするが、そ

の背景をなす事に、「もんじゅ」の性格についての、

動燃自体の、またそれを取り巻く原子力関係者の、

認識の問題がある。すなわち、「もんじゅJは実験的

な施設なのか、28万 kWという相当な電力を生産す
る商業施設なのか、という問題。勿論、いずれでも

あり、また、いずれでもないというのが、真実であ

るが、今回の事件が発生したあと、原子力関係者の

中から、「動燃には発電所運転者という意識が足り

なかったのでは」という声が聞かれた。しかし、そ

う批判することは易しいが、ではどんなアイデン

ティティーをもって、動燃の役職員は、その使命に

答えていけばいいのか。

動燃をめぐって、ここ数年の間におきた幾つかの

問題は、すべてがこの組織の性格のあるべき姿につ

いての、自らの認識の内容の問題、周囲の思い入れ

の問題、そして両者の間の食い違いに起因している

といえる。例えば一昨年のこと、永い年月と巨額の

国家資金を投入して開発され、少なくとも技術的に

は、立派な施設として同じ福井県で順調に運転を続

けている電気出力16万 kWの新型転換炉「も、げんJ。

この炉は、地元ともなんのトラブルもなく、今まで

問題のプル トニウムを1ト ンも (燃料として102ト

ン)燃焼している。なお、MOXで最も実績のある
ヨーロッパの4国 (フ ランス、ドイツ、ベルギー、ス

イス)の合計で、実績は400ト ンなのである。
電源開発 (株 )が、この炉を大型化した実証炉60

万kWを建設すべく、青森県大間町に立地を確保し
て詳細設計も終わり、「長期計画」にも明記されてい

たものが、電力業界の「1平来にわたり経済性を達成

する見込みなし」という判断により、計画中断と

なった。詳細は割愛するが、この例なども、動燃お

よび当該計画の正体について、それぞれがバラバラ

の理解を持ったまま進めてきた、その咎めが、リス

トラ経済の時代を迎えて表面化 し、繕い切れなく

なった結果といえる。

問題の温度計を生んだ背景

問題の温度計については、すでに明確な設計 ミス

として、メーカーの責任も指摘されている。高速増

殖炉の実験炉「常陽」と原型炉「もんじゅ」につい

て、それぞれ一次系、二次系の、4種の温度計の比
較図が図4に同一縮尺で示 してある。この図でも、
一見して明らかなように、日本の技術水準からみ

て、ややレベルの低い、製品といえるであろう。も

し事前にこの比較対照が行われていたら、特に鞘の

根元部分の鋭角の形状には、当然疑間が呈され、し

かるべき改善がなされたことであろう。「もんじゅJ

は完全な分割発注で、全体を通 してのエンジアリン

グを担当するメーカーは無く、このような細部まで

をチェックできるのは動燃だけであった。(も っと

も、軽水炉位に商業化したものなら、この程度の部

品は、メーカー任せが常識といわれるが。)

「常陽」の場合は取りまとめ担当のメーカーが

あったし、また設計段階では学界等に広く意見を聞

く努力もあったといわれ、これらのことが同炉の優

秀な実績を生んだ一因でもあった。「もんじゅ」のと

きも、このことは議論があり、そのような役割を担

い、兼ねて高速増殖炉という息永い技術開発の成果

の継承をはかるべく、「高速炉エンジアリング(株 )J

が設立されたのであった (1980年 )。 しかしこの会

社は生まれはしたものの、状況の変化と大メーカー

間の力関係の中で、単なる窓国会社以上の仕事を与

えられずに終わり、「もんじゅ」の設計。建設は一次

系、二次系の単純な分割発注で進められた。

さきに「も、げん」の順調な運転にス、れたが、それ

にはそれだけの理由があったのである。「ス、げん」が

完全な分割発注で完成に近づいた頃、「あんなバラ



バラなつくり方で果して全体システムは大丈夫かJ

という声が諸方からあがってきた。(ノjヽ生なども、

若気のいたりで「あれは動かないのでは。… 」と

放言したのが土光さんの耳に入り、「君の立場で、

なんと無責任な発言」とお目玉を食らった記憶があ

る)。 そこで土光氏は大メーカーの幹部と相談し、

H社のW常務を中心に全メーカーが詳細設計を持ち
寄り(その中には企業秘密もあったことだろうがX
統一的な検討を行った結果、200カ所を越える手直し

が行われた。このことが「
=、
げん」の技術艶ム成功

の大きな要因となったのである。

「事態収拾」のあとが問題

日本だけではないかもしれないが、状況の悪いと

きは会社・派閥の枠を越えて仲よく「協力」し、調

子がよくなると、ひたすらに「競争」にはげむ。そ

して「喉元過ぎれば熱さを忘れる」。今回の「もん

じゅ」の件を契機に、40年の原子力開発の歴史を振

り返ってみると、類似の要因 (背景)か ら起きた出

来事は多い。紙面の都合もあり、また差し障りもあ

るので、1～2例を追加するにとどめる。「むつ」の

場合。「むつ」の建設費見積りをした時は造船不況で

あったが、計画が遅れている間に造船界は好況に変

わっており、いよいよ発注のときは、船台も満杯の

状況になっていて引き受けがなかった。その結果若

千予算 (政府)の増額とそのための名目上の性格の

変更 (そ の結果 トン増も)があったりして、結局船
と炉を別のメーカーに分割で発注した。このことが

「もんじゅ」と同じく技術的には決定的なものとは

いえないだろうが、あの「放射線もれの発生Jにつ

ながったといえる。また前述の高速炉エンジニアリ

ング社の件については、創立の計画時は高速炉の大

量開発は見込み薄だったのが、いよいよ設立した時

はやや明るさが見えてきた時だった、とだけ申して

おこう。

原子力開発は今後もいろんな出来事が社会的にも

発生するだろうが、その都度 (土光さんのような)

「偉い人」が救ってくれたとか、「○○氏の先見の眼」

1次主冷却系    2次 主冷却系 1次主冷却系 2次主冷却系

図4 温度計配管部形状比較

「常陽」
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とか、「強い政党が」とか、「神風が」とかいったこ
とで、現象的に受けとめていただけでは、いつまで
も同じことの繰り返しになると思う。原子力開発は
まだまだ先の長い仕事であり、重要なことは技術の
開発と継承だけでなく、基本的にはそれを支える技
術の定着とシステムヘの絶えざる検証と再構築こ
そ、真に技術の定着と社会との連携を確かなものと
する鍵であろう。「も々じゅ」も事態収拾で一件落着
でヤレヤレとなるようでは、将来もっと大きな陥穿
に見舞われることになるのではなかろうか。

(おわり)



表5 2次系ナトリウム漏えい事故に係わる発生状況・連絡など時系列

12月 8日    発生状況

19:47 「IHX C 2次側出口Na温度高」
警報発報

19:47 火災報知器作動
2次主冷却系Cループ配管室
:A446(他 1箇所、総計2箇所)

19:48 「C 2次主冷却系Na漏えい」警報発報 (2箇所)

19:48-19:57
火災報知器作動 (計 14箇所)

プラント主要操作 。現場確認

20:28-20:49
火災報知器作動 (計 50箇所、以降略)

21:10 Na漏えい発報 (8日 中に計6箇所)

19:48 運転員 (3名)が、現場確認に向かう
(配管室扉 (A446)で煙の発生を確認し

中央制御室に簡単に連絡)

(現場制御盤 (キ512)|こ到着し、a漏ぇい信号を確認)

19:58 運転員が中央制御室に戻り現場状況を当直長に報告

19:58 2次系C蒸発器及びオーバーフロ~タ ンクの Nl液位変動なし

(小漏えいと判断)

20:00 出力降下操作開始
2次系C蒸発器及びオーバーフロータンクのN,液位の継続監視

く制御棒挿入操作など停止操作へ〉

20:50頃 運転員、再び現場に向かう

配管室の白煙の増加とNa漏えい信号の増加を

確認し、中央制御室に連絡

21:00頃 2次系 C蒸発器及びオーパーフロ~タ ンクの Na液位の継続監視

運転員は中央制御室に戻り現場状況を当直長に報告し
た

(中漏えい手順に移行)

21:15 発電機解列
21:20 原子炉手動 トリップ

22:27 ドレン操作に向けて温度降下中 (約 330℃ )

22:40 2次 主冷却系Cループドレン操作開始
22:55 2次 主冷却系Cループドレン開始 :ド レン弁開
23:13 2次 主冷却系Cループ配管室蒸気発生気室調系停止

(0:15 2次主冷却系Cループドレン完了)
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19:55 当直長よリプラント第一課長 (Pl課長)|こ ポケットベルで連絡
19:55 Pl課長より当直長へ電話で確認
19:57 Pl課長より原子炉主任技術者及び副所長に電話で状況報告

P■ 課長は電話にて出力降下操作開始を了解した。
当直長は直員に出力降下を指示した。

2Cl:16 Pl課 長から所長へ連絡
20:16 ポヶットベルにより、関係者を一斉呼び出し
20:16 以降動燃敦賀分室に事業所対策会議設備及び状況確認し、

電話通報を開始。
20:17 自衛消防隊長を招集
20:30頃 Pl課長千説所に到着
20:35 福井県 原子力安全対策課へ第 1報 (分室より)

20:43頃 科学技術庁原子炉規制課へ第 1報 (分室より)

本社へ第 1報 (分室より)
20:48 敦賀市 原子力安全対策課へ第 1報 (分室より)
20:50 自衛消防隊 (編成・待機)

20:50 県よりもんじゅサイ トに向かう旨連絡あり

20:58 美浜町 企画課へ第 1報 (分室より)
21:00 福井県警敦賀警察署 。敦賀美方消防本部へ連絡 (分室より)

21:10頃 炉主任よりもんじゅ緊対室へ原子炉手動 トリップに移行

する旨連絡
21:12 本社安全部長へ連絡
21:13 本社動開本部副本部長へ連絡
21:15 Pl課 長から安全管理課長へ連絡
21:20 事故発生速報 (第 1報)

21:20 通産省 北陸支局へ連絡
21:25 環境安全課よリモニタリングポスト・ステーションの値に

変化なしとの連絡あり
21:57 市よりもんじゅサイ トに向かう旨連絡あり

22:10 プレス発表
22:10 県職員 現地到着
22116 事故発4凍報 (第 2報)FAX
22:25 敦買市職員 現地到着
22:34 事故速報FAX
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